
                        

                        

谷
地
川 

 

八
王
子
の
北
を
流
れ
る
川
で
、
戸
吹
町

根
小
屋
の
上
流
を
水
源
と
し
、
加
住
丘
陵

を
東
南
に
流
れ
る
。
小
宮
町
か
ら
日
野
市

へ
出
て
多
摩
川
に
注
ぐ
、
長
さ
十
五
・
九

㎞
、
流
域
十
八
・
二
㎢
の
一
級
河
川
で
あ

る
。
以
前
の
川
は
蛇
行
が
多
く
、
雨
が
降

り
続
く
と
河
川
の
氾
濫
が
多
発
し
て
い
た
。

現
在
で
は
、
ほ
ぼ
一
直
線
に
河
川
改
修
さ

れ
、
川
に
沿
っ
て
滝
山
街
道
が
走
る
。 

 

こ
の
河
川
流
域
に
は
、
太
古
か
ら
人
々

の
営
み
が
連
綿
と
続
い
て
き
た
。
中
世
で

は
戦
国
時
代
大
石
氏
の
居
城
と
し
て
知
ら

れ
る
根
小
屋
、
高
月
、
滝
山
等
々
城
も
多

い
。
そ
し
て
大
石
氏
に
続
く
北
条
氏
は
、

寺
院
を
初
め
宿
場
の
町
造
り
に
着
手
し
、

今
の
八
王
子
の
基
礎
と
も
い
え
る
街
並
み

を
築
き
、
諸
所
に
当
時
の
名
を
留
め
て
い

る
。 

 

谷
地
の
地
名
は
、
谷
治
、
谷
慈
と
も
記

さ
れ
、
谷
地
川
は
別
名
「
石
川
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。 

 

谷 地 川 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
八
高
線
小
宮
駅
か
ら
新
旧
の
谷
地

川
を
中
心
に
凡
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

小
宮
駅
か
ら
都
道
五
十
九
号
線
に
出
て

少
し
下
り
、
右
に
折
れ
て
「
七
苗
字
七
氏

子
」
が
奉
ら
れ
る
祠
や
龍
頭
の
獅
子
舞
で

有
名
な
御
獄
神
社
、
西
連
寺
へ
と
辿
る
。

そ
こ
か
ら
都
道
百
六
十
九
号
線
を
横
断
し
、

旧
谷
地
川
の
緑
地
や
新
谷
地
川
の
遊
歩
道

を
上
流
に
向
か
っ
て
歩
く
。
再
び
都
道
百

六
十
九
号
線
を
横
切
り
、
野
道
を
歩
い
て

名
工
立
川
家
へ
。
さ
ら
に
、
八
王
子
バ
イ

パ
ス
の
歩
道
を
西
に
歩
き
、
途
中
か
ら
右

へ
折
れ
る
と
瀬
沼
家
で
あ
る
。
旗
本
用
人

で
「
瀬
沼
日
記
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
市
文
化
財
指
定
「
文
和
の
板
碑
」

が
保
存
さ
れ
て
い
る
龍
光
寺
、
報
恩
弥
陀 

院
へ
と
廻
り
お
参
り
を
す
る
。
さ
ら
に
、

八
王
子
バ
イ
パ
ス
を
横
断
し
埼
玉
神
社
へ
。 

参
詣
の
あ
と
、
谷
地
川
遊
歩
道
を
下
り
な

が
ら
青
木
橋
近
く
の
バ
ス
停
で
解
散
。 

  

①
七
苗
字
七
氏
子 

 

石
川
町
に
は
、
ふ
る
さ
と
の
話
と
し
て

伝
わ
る
「
七
苗
字
七
氏
子
」
が
あ
る
。
石

川
町
は
古
く
か
ら
開
け
た
土
地
で
、
七
つ

の
氏
族
が
共
に
栄
え
、
平
安
末
期
の
帝
（
み

か
ど
）
に
か
か
わ
る
由
緒
あ
る
血
筋
と
も

い
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
説
で
は
、
甲

斐
武
田
家
と
同
じ
、
新
羅
三
郎
の
流
れ
と

も
い
わ
れ
て
い
る
が
詳
し
い
記
録
は
残
っ

て
い
な
い
。 

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
石
川
村
が

台
風
で
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
再
び

そ
の
よ
う
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
な
い
よ
う

に
守
護
し
て
も
ら
う
た
め
に
奉
祭
し
た
と

い
う
。
石
川
村
に
住
む
七
つ
の
姓
の
家
に

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
の
氏
神
さ
ま
が
あ
り

現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。 
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●
一
、
山
王
宮
（
和
田
姓
） 

 

滋
賀
県
大
津
市
坂
本
の
日
吉
（
ひ
え
）

神
社
の
別
称
。
そ
の
名
称
の
由
来
は
、
最

澄
が
大
和
国
三
宝
山
の
大
三
輪
神
す
な
わ

ち
大
物
主
神
を
勧
請
し
、
中
国
の
天
台
山

国
清
寺
の
山
王
祠
に
な
ら
っ
て
神
号
を
山

王
と
奉
り
、
比
叡
山
の
守
護
神
と
し
た
の

が
始
ま
り
と
い
う
。 

               

●
二
、
天
満
宮
（
立
川
姓
） 

 

菅
原
道
真
を
祭
神
と
す
る
。
天
満
宮
、

天
満
神
社
、
天
神
社
、
菅
原
神
社
な
ど
と

呼
ば
れ
、
全
国
に
分
社
さ
れ
て
い
る
。 

 

宗
祀
社
は
、
北
野
天
満
宮
と
太
宰
府
天

満
宮
で
あ
る
。
天
満
と
は
、
道
真
に
追
諡

（
つ
い
し
）
さ
れ
た
神
号
、
天
満
自
在
天

神
に
よ
る
。 

               

●
三
、
八
幡
宮
（
内
田
姓
） 

 

八
幡
神
を
祀
っ
た
神
社
。
菩
薩
号
を
付

し
て
八
幡
大
菩
薩
と
呼
び
、
八
幡
神
を
彦

火
火
出
見
（
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
）
尊
と
す
る

説
も
あ
る
。
普
通
は
応
神
天
皇
、
比
売
（
ひ

め
）
神
、
神
功
皇
后
の
三
神
を
祭
神
と
し

て
い
る
。 

 

八
幡
神
が
祀
ら
れ
た
の
は
、
欽
明
朝
（
奈

良
時
代
と
も
）
の
宇
佐
神
宮
が
初
め
で
、

天
安
三
年
（
八
五
九
）
清
和
天
皇
が
石
清

水
八
幡
宮
に
分
霊
、
諸
源
氏
の
氏
神
と
し

て
尊
崇
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
源
頼
朝
が
鶴

岡
八
幡
宮
に
分
祀
し
て
以
後
、
全
国
の
武

士
、
庶
民
の
間
に
分
社
、
末
社
が
広
ま
っ

た
。
神
仏
習
合
に
よ
る
信
仰
が
古
く
、
本

地
を
阿
弥
陀
仏
と
す
る
例
が
多
い
。
ま
た
、

武
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
、
社
殿
は
八
幡

造
り
が
通
例
で
あ
る
。 

     

二つの祠 

山 王 宮 

天 満 宮 
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●
四
、
大
（
第
）
六
天
宮
（
金
子
姓
） 

 

生
死
輪
廻
す
る
三
界
（
欲
界
・
色
界
・

無
界
）
の
う
ち
の
欲
界
の
六
天
で
、
他
化

自
在
（
た
け
じ
ざ
い
）
天
・
化
楽
（
け
ら

く
）
天
・
兜
率
（
と
そ
つ
）・
夜
摩
（
や
ま
）

天
・
忉
利
（
と
う
り
）
天
・
四
大
王
衆
（
し

だ
い
お
う
し
ゅ
う
）
天
を
指
す
。 

                        

●
五
、
熊
野
速
玉
宮
（
串
田
姓
） 

 

熊
野
三
社
の
一
つ
。
熊
野
坐
（
く
ま
の

に
ま
す
）
神
社
、
熊
野
速
玉
神
社
、
熊
野

那
智
神
社
の
三
社
で
、
速
玉
神
社
は
、
和

歌
山
県
新
宮
市
に
あ
る
元
官
幣
大
社
（
も

と
か
ん
ぺ
い
た
い
し
ゃ
）
で
あ
る
。 

            

●
六
、
神
明
社
（
沢
田
姓
） 

 

伊
勢
神
宮
を
勧
請
、
分
祠
し
た
社
。
中

世
以
来
伊
勢
信
仰
が
流
布
し
、
各
地
の
伊

勢
神
宮
の
御
厨
（
み
く
り
や
）
や
御
園
な

熊
野
速
玉
宮 

右：大六天宮  左：熊野速玉宮 大六天宮奥社祠 

八 幡 宮 
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ど
を
中
心
に
御
師
が
活
動
、
分
祠
社
が
増

え
て
い
っ
た
。
祭
神
は
、
皇
大
神
宮
、
豊

受
大
神
宮
双
方
か
、
一
方
だ
け
を
奉
す
。

「
天
地
神
明
」
の
言
葉
は
、
神
の
意
で
あ

る
。 

                  

●
七
、
愛
宕
宮
（
池
田
姓
） 

 

京
都
市
西
部
、
愛
宕
山
上
の
愛
宕
神
社

を
中
心
と
す
る
信
仰
。
平
安
京
北
西
隅
の

王
城
鎮
護
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
。
そ
の

祭
神
が
、
迦
具
土
神
。
火
の
神
で
あ
る
の

で
、
民
間
で
は
火
伏
せ
の
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
各
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。 

                

②
石
川
の

御
嶽
神
社 

石
川
町
一
丁
目 

祭
神 

日
本
武
命 

 

開
創 

西
連
寺
中
興
開
山 

権
大
僧
都
・
頼
重
和
尚 

例
祭 

九
月
第
三
土
・
日
曜
日 

 
 

 

龍
頭
の
獅
子
舞
、
石
川
簓
獅
子
舞 

 

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
癸
酉
（
み
ず

の
と
と
り
）
年
二
月
十
八
日
、
西
蓮
寺
中

興
開
山
権
大
僧
都
（
ご
ん
の
だ
い
そ
う

づ
）
・
頼
重
和
尚
に
よ
り
拝
殿
を
再
建
し
、

祈
念
の
獅
子
舞
を
初
め
て
奉
納
し
た
も
の
。

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
十
月
十
七
日
社

領
七
石
五
斗
の
ご
朱
印
地
を
賜
わ
る
。 

 

古
く
は
、
御
嶽
大
権
現
の
名
称
で
真
言

宗
智
山
派
の
金
東
山
薬
王
院
西
蓮
寺
に
お

い
て
管
理
し
て
い
た
が
、
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
御
嶽
神
社
と
改
名
し
て
独
立
し

た
。
境
内
に
は
、
八
坂
神
社
、
大
六
天
神

社
、
熊
野
速
玉
宮
等
が
あ
る
。 

  

神明社（宮） 神明社（宮）鳥居 

愛 宕 宮 
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●
龍
頭
の
舞 

御
嶽
神
社
拝
殿
を
再
建
し
、
そ
の
祈
念

日
に
獅
子
舞
を
初
め
て
奉
納
し
て
以
来
、

連
綿
と
四
百
年
余
を
超
え
て
伝
承
さ
れ
て

お
り
、
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

毎
年
九
月
に
石
川
の
龍
頭
の
舞
が
御
嶽
神

社
と
西
蓮
寺
の
境
内
で
「
五
穀
豊
穣･

病
魔

退
散･

悪
病
除
」
を
祈
っ
て
奉
納
さ
れ
る
。

八
王
子
市
の
九
つ
の
地
区
に
三
匹
獅
が
あ

り
、
石
川
と
加
住
梅
坪
の
獅
子
舞
は
似
て

い
る
。
春
の
梅
坪
、
秋
の
石
川
と
い
い
、

同
じ
ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
る
。 

御
嶽
神
社
の
獅
子
舞
は
、
他
所
と
異
な

り
、
頭
に
二
本
の
角
を
有
し
龍
頭
で
あ
っ

て
獅
子
で
は
な
く
、
仏
教
に
お
け
る
八
大

龍
王
の
姿
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
。
ま
た
、
さ
さ
ら
の
動
き
が
他
の
と

こ
ろ
に
比
べ
激
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

     

                        

龍頭の舞 

太刀掛かりの一場面 三拍子の一場面 

奥 社 御嶽神社 
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③
金
東
山
薬
王
院

西
蓮
寺 

石
川
町
十
三 

 
 

宗
派 

真
言
宗 

智
山
派 

本
尊  

大
日
如
来 

開
山  

頼
重
法
印 

開
創  

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
以
前 

 

多
磨
四
国
八
十
八
ケ
所
霊
場
第
八
十
一

番
札
所
で
あ
る
。
本
尊
は
、
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
に
よ
れ
ば
不
動
明
王
と
記
載
が
あ

る
が
、
現
在
は
大
日
如
来
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
同
稿
に
「
石
川
村
内
に
、
薬
師
堂
、

観
音
堂
二
ケ
所
、
彌
勒
堂
、
地
蔵
堂
、
大

日
堂
の
諸
堂
が
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
今
は
薬
師
堂
の
み
が
現
存
す
る
。 

各
堂
宇
の
仏
像
は
現
本
堂
内
に
安
置
さ

れ
て
い
る
。
徳
川
幕
府
よ
り
御
朱
印
七
石

五
斗
を
賜
り
、
朱
印
状
が
現
存
し
て
い
る
。 

前
本
堂
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
頃
火

災
に
よ
り
焼
失
。
一
時
無
住
の
寺
と
な
っ

て
い
た
が
、
中
興
開
山
法
幢
法
印
（
享
和

三
年
（
一
八
〇
三
）
寂
）
時
代
に
再
建
さ

れ
た
。
し
か
し
近
年
老
朽
化
が
激
し
く
、

平
成
十
年
再
建
さ
れ
た
。
本
堂
内
陣
に
は
、

中
央
の
厨
子
に
御
本
尊
大
日
如
来
坐
像
、

右
の
厨
子
に
宗
祖
空
海
上
人
弘
法
大
師
、

左
の
厨
子
に
中
興
覚
鎫
上
人
興
教
大
師
両

大
姉
を
安
置
し
て
い
る
。
内
陣
背
面
に
ご

位
牌
堂
が
あ
り
、
中
央
に
如
意
輪
観
音
菩

薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

     

                        

龍頭の舞 
（龍が太刀を欲求している場面） 

西蓮寺本堂 

本尊・大日如来 

弘法大師 
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●
西
蓮
寺
の
薬
師
堂 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
、「
薬
師
堂
ハ
本

堂
西
ノ
側
二
ア
リ
三
間
に
二
間
半 

薬
師

ハ
坐
像
ニ
シ
テ
長
一
尺
五
寸
ナ
リ
」
と
あ

る
。
薬
師
如
来
坐
像
の
左
右
に
菩
薩
像
と

十
二
神
将
が
並
ぶ
。
十
二
神
将
は
金
泥
彩

色
と
思
わ
れ
る
造
形
で
古
色
蒼
然
の
姿
を

と
ど
め
て
い
る
。
毎
年
五
月
に
は
「
薬
師

法
会
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

              

             

●
西
連
寺
墓
地
と
共
同
墓
地 

 

西
連
寺
か
ら
少
し
南
へ
行
っ
た
都
道
百

六
十
九
号
線
の
石
川
宮
下
バ
ス
停
付
近
に

あ
る
。
墓
地
の
中
央
に
は
、
高
さ
一
ｍ
程

の
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て

の
地
蔵
堂
の
中
に
あ
っ
た
一
つ
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
墓
地
入
口

に
は
徳
本
上
人
の
石
碑
も
建
っ
て
い
る
。 

  
西蓮寺薬師堂 

如意輪観音 
興教大師 

中央：薬師如来 
左右：菩薩像 
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●
小
宮
村
の
学
校
発
祥
地 

西
蓮
寺
は
、
八
王
子
市
立
第
八
小
学
校

の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
学
制
発
布
に
よ
り

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
三
和
学
校
と

し
て
境
内
に
開
設
さ
れ
、
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
為
則
尋
常
学
校
と
改
称
。

明
治
四
十
一
年 (

一
九
〇
八)

大
和
田
、
西

中
野
と
統
合
し
、
現
在
地
に
小
宮
尋
常
小

学
校
と
し
て
開
校
し
た
旧
小
宮
村
で
最
初

に
出
来
た
歴
史
あ
る
小
学
校
で
あ
る
。 

            

④
石
川
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
小
名
六
反
田
に

あ
る
。
六
反
田
の
謂
わ
れ
は
、
大
地
主
が

六
人
い
た
こ
と
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

六
反
田
は
、
滝
山
街
道
か
ら
谷
地
川
ま
で

と
、
田
島
橋
北
側
よ
り
西
側
谷
地
川(

現
遊

歩
道)

辺
り
ま
で
。
こ
の
辺
は
丘
陵
地
で
、

江
戸
時
代
前
期(

一
六
〇
〇
年
代)

に
陸
地

測
量
部
の
地
図
並
び
江
戸
時
代
の
絵
図
に

記
さ
れ
て
い
る
。 

 

江
戸
時
代
中
期
（
一
七
〇
〇
年
代
）
に

入
り
八
代
将
軍
吉
宗
よ
り
武
蔵
野
農
地
拡

張
の
指
示
が
あ
り
、
谷
地
川
の
万
年
橋
に

堰
を
造
り
、
六
反
田
に
水
を
引
き
入
れ
稲

作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
ま
で
続
い
た
と
い
う
。 

 

明
治
時
代
に
は
、
農
家
が
増
加
し
て
養

蚕
も
盛
ん
に
な
り
、
六
反
田
に
共
同
の
乾

燥
場
を
作
り
、
繭
を
乾
燥
し
た
。
場
所
は

現
在
の
石
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
と
こ
ろ
に

建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。 

  

墓地にある地蔵様 
墓地（西蓮寺南） 

為則小学校（いそくしょうがっこう） 

墓地入口にある
石碑 
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⑤
谷
地
川 

川
の
源
は
戸
吹
町
に
あ
り
、
滝
山
街
道

に
沿
っ
て
南
東
に
流
れ
、
日
野
市
内
で
多

摩
川
と
合
流
す
る
。
一
級
河
川
で
そ
の
延

長
は
十
二
・
九
㎞
、
流
域
面
積
は
十
八
・

二
㎢
と
都
内
で
は
中
規
模
の
河
川
で
あ
る
。 

加
住
町
の
龍
源
寺
に
あ
る
室
町
時
代
の
板

碑
に
「
谷
慈
郷
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
谷

地
川
は
「
谷
慈
郷
」
を
流
れ
る
川
か
ら
つ

け
ら
れ
た
と
謂
わ
れ
て
い
る
。
旧
谷
地
川

は
蛇
行
の
激
し
い
川
で
有
名
で
あ
っ
た
が
、

改
修
工
事
に
よ
り
旧
河
川
敷
は
遊
歩
道
に

変
わ
っ
た
。 

          

            

⑥
立
川
近
作
藤
原
正
祐
宅 

宇
津
木
町 

立
川
家
は
四
代
に
渡
り
、
名
工
と
い
わ

れ
た
ほ
ど
の
大
工
で
、
二
代
目
近
作(

ち
か

さ
く)

は
江
戸
時
代
に
成
田
山
新
勝
寺
の

造
営
や
、
比
叡
山
寛
永
寺
修
築
な
ど
の
大

棟
梁
と
し
て
見
事
な
腕
を
振
る
っ
た
と
い

う
。
当
時
の
本
堂
の
絵
図
面
や
落
成
式
に

着
用
し
た
裃
（
か
み
し
も
）
や
長
袴
、
記

念
に
頂
い
た
菊
の
紋
章
入
り
の
墨
壷
や
手

斧(

ち
ょ
う
な)

等
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

六
反
田
の
田
ん
ぼ
づ
く
り
（
昭
和
40
年
代
） 

水車小屋（絵） 

谷地川（万年橋付近） 
昭和 60 年 3 月完成 

谷地川緑道（旧谷地川） 
鶴巻橋上流 
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⑦
瀬
沼
三
左
衛
門
宅 

瀬
沼
日
記
の
筆
者
瀬
沼
三
左
衛
門
は
、

高
家
前
田
信
濃
守
知
行
地
、
武
州
多
摩
郡

宇
津
木
村
の
名
主
で
あ
る
と
同
時
に
、
前

田
家
の
勝
手
賄
い
方
用
人
と
し
て
、
月
の

う
ち
の
半
分
を
江
戸
屋
敷
で
、
ま
た
半
分

を
宇
津
木
村
に
あ
っ
て
名
主
と
し
て
の
役

割
を
努
め
た
人
物
で
あ
る
。 

瀬
沼
三
左
衛
門
日
記
と
は
、
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）
一
月
か
ら
途
中
十
二
ヶ
月

分
の
欠
け
が
あ
る
も
の
の
、
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）
十
二
月
ま
で
十
ヶ
年
間
の

瀬
沼
三
左
衛
門
の
江
戸
に
お
け
る
高
家
・

前
田
家
の
用
人
と
し
て
の
執
務
日
記
で
あ

る
。
日
記
の
価
値
を
要
約
す
る
と
、
三
点

に
あ
る
。 

・
日
記
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
高
家
の
生

活
と
、
そ
の
公
務
。 

・
知
行
主
と
、
知
行
地
で
あ
る
村
落
と
そ

こ
に
生
活
し
て
い
る
農
民
と
の
関
係
。 

・
そ
の
中
間
に
あ
っ
て
、
地
行
主
で
あ
る

前
田
家
の
用
人
を
勤
め
な
が
ら
、
そ
の
知

行
村
落
の
名
主
と
し
て
の
二
面
性
を
持
つ
、

新
し
い
タ
イ
プ
の
地
頭
役
人
の
出
現
。 

こ
の
役
割
は
、
逼
迫
し
た
旗
本
財
政
を
支

え
る
た
め
に
、
知
行
地
の
有
力
な
名
主
を

勝
手
賄
い
方
用
人
と
し
て
召
し
上
げ
、
年

貢
の
徴
収
を
始
め
、
各
種
の
上
納
金
の
円

滑
な
徴
収
を
図
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
新
た
な
役
職
に
つ
い
て
の

考
察
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

こ
の
日
記
は
、
旗
本
の
財
政
に
関
す
る
内

側
か
ら
の
記
録
で
あ
り
、
旗
本
と
村
落
の

間
に
あ
っ
て
目
立
た
な
い
が
重
要
な
人
物

の
記
録
で
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
人
物
に

よ
っ
て
幕
藩
体
制
の
末
端
が
機
能
し
て
い

た
と
い
え
る
。 

先
祖
は
清
和
源
氏
の
流
れ
を
く
む
多
田

氏
を
祖
と
し
、
八
王
子
千
人
頭
石
塚
家
と

祖
を
同
じ
く
す
る
。
宇
津
木
村
に
来
住
す

る
ま
で
甲
斐
の
国
に
住
み
、
武
田
氏
に
仕

え
た
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
武
田
氏

滅
亡
後
、
当
地
へ
来
住
し
た
。 

    

立川宮大工 
墨 壺 手斧（ちょうな） 
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⑧
増
寶
山

報
恩
彌
陀
院 

宗
派  

真
言
宗 

智
山
派 

本
尊  

阿
弥
陀
如
来 

 

両
側
に
宗
祖
弘
法
大
師
・
中
興
開

祖
興
教
大
師
両
御
尊
像
が
安
置 

開
基  

興
教
大
師 

開
創  

平
成
元
年 

 

当
院
は
、
本
寺
増
寶
山
龍
光
寺
末
と
し

て
平
成
元
年
初
頭
に
創
建
さ
れ
た
。
興
教

大
師
（
覚
鑁
上
人
）
は
、
は
そ
の
時
代
の

社
会
に
阿
弥
陀
信
仰
を
祖
師
弘
法
大
師
信

仰
と
共
に
風
靡
さ
せ
た
祖
師
。
阿
弥
陀
如

来
信
仰
は
宗
旨
に
限
定
さ
れ
ず
、
現
代
社

会
に
生
命
の
尊
さ
を
知
ら
せ
、
成
仏
の
真

意
を
悟
ら
せ
、
仏
の
心
を
甦
ら
せ
吾
々
に

生
き
る
道
標
を
教
え
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、
旗
本
用
人
瀬
沼
三
左
衛
門
と
瀬

沼
家
の
お
墓
が
あ
る
。 

                 

                        

旗本用人瀬沼三左衛門と瀬沼家のお墓 

報恩彌陀院本堂 

本尊 阿弥陀如来 

旗本用人瀬沼三左衛門宅 
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⑨
増
寶
山
密
厳
院

龍
光
寺 

宇
津
木
町
七
三
八 

宗
派  

真
言
宗 

智
山
派 

本
尊  

大
日
如
来 

寺
宝  

文
和
の
板
碑
（
市
文
化
財
） 

金
銅
孔
雀
文
聲
平
安
中
期
作 

鰐
口
長
享
三
年(
一
四
八
九)

銘  

開
山  

法
印
清
雅
和
上 

開
創  

室
町
時
代
中
期
以
降 

瀧
山
広
陵
の
中
腹
を
背
に
し
、
存
立
し

て
い
る
龍
光
寺
は
室
町
時
代
中
期
以
降
に

創
建
さ
れ
た
寺
で
、
約
六
百
五
十
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
多
摩
の
古
刹
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。 

東
密
三
宝
院
の
支
流
松
橋
流
の
醍
醐
無

量
寿
院
法
印
俊
盛
和
上
よ
り
法
咏
を
受
け

た
法
印
清
雅
和
上
は
、
応
永
三
年
（
一
三

九
六
）
示
寂
。
創
建
は
、
文
和
末
期
よ
り

応
永
の
初
期
あ
た
り
と
思
わ
れ
、
開
山
第

一
世
で
あ
る
。 

滝
山
城
が
北
条
氏
照
の
代
に
は
、
当
山

が
祈
願
寺
と
し
て
専
ら
庇
護
さ
れ
た
時
代

も
あ
り
、
御
朱
印
二
十
石
、
除
地
千
百
坪

を
賜
わ
っ
た
。
中
興
第
二
世
隆
尊
和
上
の

代
に
は
隆
盛
を
極
め
、
本
堂
は
じ
め
大
伽

藍
を
建
立
。
中
本
寺
と
し
て
末
寺
二
十
一

ヶ
所
を
持
ち
、
寺
格
に
相
応
し
い
時
代
を

過
し
た
。
多
磨
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第

七
十
九
番
札
所
で
あ
る
。 

                  

                        

山 門 

本 堂 

本尊 大日如来尊像 弘法大師（御修行）御尊像 
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●
文
和
の
時
宗
板
碑 

 

龍
光
寺
本
堂
前
に
立
っ
て
い
る
。
市
内

の
完
成
品
と
し
て
最
も
大
き
く
、
高
さ
百

六
十
八
㎝
、
幅
四
十
三
㎝
、
厚
さ
五
㎝
。

郷
土
資
料
館
に
レ
プ
リ
カ
を
展
示
。
こ
の

板
碑
は
時
宗 

二
祖 
他
阿
（
た
あ
）
上
人

の
三
十
五
年
忌
に
造
立
し
た
と
伝
え
る
六

字
名
号
板
碑
で
、
時
宗
板
碑
の
代
表
的
作

品
。
石
質
、
保
存
と
も
に
良
く
、
身
部
を

枠
線
で
囲
み
、
中
央
に
大
き
く
蓮
座
上
に

楷
書
で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
が
彫

ら
れ
て
い
る
。
独
特
の
交
差
を
彫
り
残
す

薬
研
彫
の
刀
法
で
刻
し
、
下
部
三
分
の
二

周
辺
に
百
六
人
の
阿
号
の
供
養
者
名
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
刻
ま
れ
た
内
容
は
、
時

宗
帰
依
者
の
結
衆
板
碑
と
し
て
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。
大
正
初
年
頃
ま
で
は
谷
地
川

沿
い
に
あ
っ
た
。 

     

      

●
宝
筺
印
塔 

 

宝
筺
印
陀
羅
尼
経
を
奉
納
し
た
筺
の
こ

と
を
い
う
。
こ
の
印
塔
は
、
第
二
十
一
世

寛
英
和
上
が
寛
政
十
一
年
（
一
七
七
九
）

三
月
建
立
し
た
も
の
。
五
ｍ
以
上
も
あ
る

印
塔
は
、
長
年
の
風
雨
に
よ
り
破
損
部
分

が
増
え
た
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
に
一
部

を
解
体
修
理
し
た
。
こ
の
時
、
寛
英
住
職

が
奉
納
し
た
約
二
百
余
年
前
の
貴
重
な
文

献
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

       

⑩
埼
玉
神
社 

宇
津
木
町 

勧
請 

元
久
二
年
（
一
二
○
五
） 

祭
神 

大
已
貴
命
・
大
照
女
貴
命
・ 

伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
・ 

猿
田
彦
命
・
応
神
天
日
王 

例
祭 

九
月
十
九
日 

埼
玉
神
社
は
、
谷
慈
の
庄
が
開
か
れ
た 

頃
か
ら
村
の
鎮
守
で｢

埼
玉
さ
ま
」
と
呼
ば 

れ
村
の
衆
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
今
で
も 

古
式
の
湯
立
て
な
ど
の
神
事
が
行
わ
れ
て 

い
る
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
、
宇

津
木
村
内
に
あ
っ
た
青
木
八
幡
社
・
中
村

裏
天
照
神
社
・
権
水
無
日
枝
神
社
・
久
保

山
西
青
木
神
社
の
五
社
が
合
祀
さ
れ
て
い

る
。
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、
応
永
二

年
（
一
三
九
五
）
銘
の
鰐
口
が
残
さ
れ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
所
在

不
明
で
あ
る
。 

青
木
神
社
は
、
代
官
青
木
将
監
の
娘
を

祀
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
拝
殿

入
口
に
は
、
動
物
の
絵
馬
が
沢
山
奉
納
さ

れ
て
い
る
。 

宝篋印塔 
文和の時宗板碑 

板碑（青石塔婆） 
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絵馬 五社の祠 

右：八幡神社 応神天皇 
左：天照神社 天照大日孁尊 

右：日枝神社 伊弉諾尊 
       伊弉冊尊 
左：青木神社 猿田彦命 

鳥 居 埼玉神社 
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◎
主
な
参
考
文
献 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
小
宮
町
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み 

・
石
川
町
会
五
十
周
年
記
念
誌 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 

八
王
子
仏
教
協
会
青
年
部 

・
西
蓮
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
龍
光
寺
資
料 

・
龍
光
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

・
瀬
沼
三
左
衛
門
日
記
・
当
家
資
料 

・
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
地
名
考 

・
歴
史
散
歩
辞
典 

・
民
族
探
訪
辞
典 

・
武
蔵
名
勝
図
会 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
獅
子
の
物
語 

‐
東
京
の
三
匹
の
獅
子
舞
‐ 

（
峰
岸
三
喜
蔵
写
真
集
よ
り
） 

   

  

―メモー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


